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２

　今回の議会は、９月３日から１７日までの１５日間実施されました。

一般会計・特別会計の補正予算・前年度各種予算の決算・議会提案の意

見書等を審議し、それぞれ可決されました。

　
今
年
九
月
の
定
例
議
会
ま
で
に
臨
時
議
会
が
二
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
回
目
は
八
月
ニ
日
で
、
口
蹄
疫
で
影
響
を
受
け
た
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
予
算
を
審
議
し
、

　
第
ニ
回
目
は
八
月
ニ
十
三
日
で
、
家
畜
が
全
頭
処
分
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

飼
料
稲
の
刈
り
取
り
を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
・
畜
産
農
家
等
の
雇
用
維
持

や
再
雇
用
を
促
す
た
め
の
雇
用
調
整
助
成
金
・
新
富
町
特
産
品
販
売
促
進
助

成
金
等
予
算
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
副
町
長
の
選
任
で
、
引
き
続
き
現
副
町
長
の
壱
岐
健
一
氏
の
選
任

が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第７回 一般会計補正予算一般会計補正予算

項　目 補正前の額 補  正  額 計

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

商　工　費

土　木　費

教　育　費

歳 出 合 計

農林水産業費

1，419，403 63，036 1，482，439

2，142，007 15，486 2，157，493

　393，017   7，574 　553，779

   546，205 10，146 　403，163

　393，017   2，400 　  97，065

　667，221 57，288    724，509

2，639，955   4，234 2，664，189

8，928，079 160，164  9，088，243

（単位千円）
一般会計補正予算（歳出）

四
件
の
特
別
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

一
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
今
回
は
、
第
二
会
の
補
正
で
規
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に

　
　
　
　
一
七
五
万
二
千
円
を
追
加
し
、
総
額
二
四
億
四
五
九
四
万
三
千
円
に

二
　
老
人
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　      

今
回
は
、
第
一
回
目
の
補
正
で
規
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に

　
　
　
　 

二
一
万
三
千
円
を
追
加
し
、
総
額
一
〇
二
五
万
八
千
円
に

三
　
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
今
回
は
、
第
一
回
目
の
補
正
で
規
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に

　
　
　
　
一
六
二
七
万
一
千
円
を
追
加
し
、
総
額
一
一
億
七
二
五
三
万
円
に

四
　
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
今
回
は
、
第
二
回
目
の
補
正
で
、
収
益
的
支
出
と
し
て
水
道
事
業
費
用
に

　
　
　
　
二
八
八
万
二
千
円
を
追
加
し
、
総
額
二
億
三
四
四
五
万
一
千
円
に

　
　
　
資
本
的
支
出
と
し
て
建
設
改
良
費
に

　
　
　
　
五
六
〇
万
円
を
追
加
し
、
総
額
一
億
二
九
三
〇
万
二
千
円
に

　そ
れ
ぞ
れ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、適
切
な
予
算
と
し
て
可
決
し
て
お
り
ま
す
。

本
議
会
中
、
議
員
全
員
で
二
ヶ
所
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
○
　
新
田
原
基
地
の
工
事
進
捗
状
況

　
　
　
　
管
制
塔
は
、
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
般
の
工
事
遅
れ
は
な
い
と

　
　
　
　
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
○
　
新
田
小
学
校
の
建
設
状
況

　
　
　
　
十
月
に
は
、
完
成
の
予
定
で
す
。
（
富
田
中
も
十
一
月
完
成
予
定
）

現
地
調
査
を
実
施

特
別
会
計
補
正
予
算



Ｈ２１年度決算報告（認定）

３

　医療制度は多岐にわたっており、複雑化しておりますが、町の努力や町民のご協力もあり、どうにか運営

されている状況ではないでしょうか。健康で長生きの当たり前ことが難しいところです。各種保険料の軽減

や、高齢者の健康維持増進に寄与できるよう、いろいろな機会を通じて提言したいと思います。

　学校建設等の大型事業に取り組んだ関係で歳入歳出とも前年比20数％の伸びになりました。景気

回復が遠のき、税収も前年度比5765万１千円の減や医療費の増加傾向等で財政悪化の傾向は避けら

れない状況にあります。米軍再編交付金も期限付きの状況等もあり、一層の行財政改革と共に町内活

性化が必要だと感じるところです。

特
別
会
計
決
算

予算項目 歳　入 歳　出 備　　　考

対象者：75歳以上

国民健康保険 2，516，310

1，210，966

　　　39，584

　　160，295

　　269，043

　　252，170

老人保険

土地区画整理事業

介護保険

水道事業

後期高齢者医療

2，365，542
被保険者数：6321人

黒字決算：150，769　

平成21年度で閉鎖となる

（事業終了に伴う）

黒字決算：75，611

黒字決算：2，647
運営：広域連合：町：窓口業務

平成20年４月以降
75歳以上は、
後期高齢者医療制度へ移行

黒字決算：41，846

但し、収益は前年度比１.３％減

1，135，355

　　　30，841

　　160，295

　　266，396

　　210，324

特

別

会

計

予

算

特
別
会
計
決
算

一
般
会
計
歳
出
決
算

（単位：千円）

（単位：千円）

総予算額

　8，710，487

黒字額

　   350，719

翌年繰越額

　     82，088

実質黒字額

　   268，631

自主財源

　2，535，881

　　　 　　29.6％

町税収入

　1，437，627

基金残高

　2，372，790

議会費　８３，７１４
　　　　　　１．０％

総務費　
１，６３１，６４５
　　　１９．８％

民生費　
１，８９８，７４４
　　　２３．１％

衛生費　　　
５２２，６９８

６．４％

農林水産業費
４１２，８９６
　　　５．０％ 商工費　１５５，０５６　１．９％

土木費
６８１，１０１
８．３％

消防費　
２３９，１６８　
２．９％

教育費　
２，００９，８２８
　　２４．４％

災害復旧費
２，５５８
０．０％ 総務費　

１，６３１，６４５
　　　１９．８％

民生費　
１，８９８，７４４
　　　２３．１％

土木費
６８１，１０１
８．３％

消防費　
２３９，１６８　
２．９％

公債費　５８９，９６５
　　　　　　　７．２％

歳出合計

８，２２７，３７３



委 員 会 報 告委 員 会 報 告
総
務
常
任
委
員
会

４

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　  

委
員
長
　
　

比
江
島
　
義
秋

　  

委
員
長
　
　

吉
　
田
　
貴
　
行

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

に
付
託
に
な
っ
た
の
は
８

議
案
で
す
が
、
字
数
の
関

係
で
主
な
議
案
の
み
ご
報

告
致
し
ま
す
。
　
　
　
　

　　
「
平
成
２１
年
度
新
富

町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
」
　
　

　
平
成
２１
年
度
の
決
算
の

総
額
は
、
歳
入
が
２５
億
１

６
３
１
万
円
、
歳
出
が
２３

億
６
５
５
４
万
円
で
、
実

質
収
支
は
１
億
５
０
７
６

万
８
千
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
委
員
会
で
議
論
と
な
っ

た
主
な
点
は
、
保
険
税
の

問
題
で
す
。
町
民
か
ら
は

「
高
す
ぎ
る
保
険
税
を
引

き
下
げ
て
欲
し
い
」
と
の

声
が
あ
り
、
委
員
会
で
は

「
予
算
編
成
時
の
工
夫
が

必
要
で
は
」
と
の
結
論
に

達
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
　

　
予
備
費
や
繰
越
金
の
見

直
し
や
運
用
の
工
夫
な
ど

国
保
税
引
き
下
げ
の
努
力

を
強
く
求
め
た
と
こ
ろ
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
委
員
会
で
は
「
国
保
税

の
大
幅
引
き
下
げ
が
直
ち

に
必
要
」
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
委
員
会
は
賛

成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。
　
　

　　
「
平
成
２１
年
度
新
富

町
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
」
　
　
　
　

　
平
成
２１
年
度
の
決
算
の

総
額
は
、
歳
入
が
１２
億
１

０
９
５
万
６
千
円
、
歳
出

が
１１
億
３
５
３
５
万
５
千

円
で
、
実
質
収
支
は
７
５

６
１
万
１
千
円
の
黒
字
で

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
委
員
会
で
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
基
盤
の
、
と
り
わ
け
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が

急
務
だ
と
の
議
論
が
あ
り

ま
し
た
。
現
在
３
年
に
一

回
の
計
画
の
見
直
し
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
実
態
に
合
っ
た
見

直
し
と
な
る
よ
う
求
め
た

と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　

　
委
員
会
で
は
、
「
保
険

料
・
利
用
料
の
引
き
下
げ

な
ど
介
護
保
険
制
度
は
抜

本
的
改
善
が
必
要
」
と
の

意
見
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
委
員
会
は
賛
成
多
数

で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
「
新
富
町
学
校
給
食

調
理
場
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」
　
　
　

　
今
回
の
条
例
制
定
は
、

新
田
小
学
校
校
舎
建
設
に

合
わ
せ
て
建
設
す
る
、
給

食
調
理
場
の
設
置
及
び
管

理
に
つ
い
て
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
委
員
会
で
は
、
教
育
長
に

も
出
席
を
要
請
し
、
様
々

な
角
度
か
ら
審
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
委
員
会
は
適

切
な
措
置
と
認
め
、
全
員

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
　
　
　

　

　

　

　
提
出
さ
れ
た
２
議
案
に

つ
い
て
、
審
議
し
た
内
容

等
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
２２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
」

○
　
し
ん
と
み
元
気
基
金

　 

積
立
金 

４
５
１
５
万
円

○
　
上
新
田
児
童
プ
ー
ル

　
移
設
工
事
委
託
料
　
　

　
　
　
　 

１
８
９
９
千
円

○
　
肺
ガ
ン
検
診
・
イ
ン

　
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
委
託
料
　
　
　
　

　
　
　 

６
５
３
万
２
千
円

○
　
農
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
舗
装
費
　
　
　
　
　
　

　
　
　 

６
９
０
万
４
千
円

○
　
九
州
４
県
対
抗
少
年

　
相
撲
大
会
補
助
金
　
　

　
　
　
　
　
　 

８
５
万
円

○
　
町
営
住
宅
耐
震
委
託

　
料
　 

７
４
７
万
８
千
円

○
　
上
新
田
小
学
校
耐
力

　
度
調
査
委
託
料
等
　
　

　
　
　 

４
２
７
万
６
千
円

等
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
九
州
４
県

少
年
相
撲
大
会
は
、
新
し

い
企
画
で
あ
り
、
是
非
成

功
さ
せ
、
町
の
発
展
に
寄

与
す
る
事
業
と
な
る
よ
う

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
２１
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
」
　
　
　
　
　

　
歳
入
は
、
８５
億
７
８
０

９
万
２
千
円
と
多
額
に
な

り
ま
し
た
が
、
学
校
建
設

等
大
型
事
業
へ
の
取
り
組

み
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　
歳
出
は
、
８２
億
２
７
３

８
万
５
千
円
で
、
３
億
５

０
７
１
万
９
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
が
、
翌
年

に
繰
り
越
す
財
源
を
差
し

引
き
ま
す
と
実
質
黒
字
は

２
億
６
８
６
３
万
１
千
円

と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
借
金
で
あ
る
町
債
残
高

は
６１
億
８
７
０
０
万
円
で
す
。

　
自
主
財
源
は
２９
・
６
％

と
依
存
財
源
の
構
成
比
率

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
は
２８
億
５

５
９
８
万
２
千
円
で
、
前

年
度
比
１
・
２
％
増
と
な

り
、
増
加
傾
向
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
防
衛
関
連
事
業
費
は
、

学
校
建
設
や
町
道
改
良
企

業
等
、
１７
億
４
０
１
万
２

千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
字
財
源
と
は
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
景
気

後
退
に
伴
う
税
収
の
落
ち

込
み
等
が
予
想
さ
れ
る
状

況
に
加
え
、
国
の
財
源
措

置
も
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、

今
後
更
な
る
行
財
政
改
革

が
必
要
で
あ
り
、
一
層
の

財
政
健
全
化
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　



５

産
業
建
設
委
員
会

　  

委
員
長
　
　

小
　
嶋
　
崇
　
嗣

 

一
、
「
特
措
法
」
の
具
現
化
と
期
間
の
延
長
を
　

　
　
図
る
こ
と

一
、
「
復
興
特
区
制
度
」
の
実
現
を
図
る
こ
と

一
、
防
疫
に
関
し
、
家
伝
法
と
国
の
指
針
及
び
　

　
　
危
機
管
理
体
制
の
抜
本
見
直
し
を
図
る
こ

　
　
と

一
、
動
物
衛
生
研
究
所
の
増
設
及
び
各
種
ウ
イ
　

　
　
ル
ス
対
策
研
修
の
義
務
化
を
図
る
こ
と

一
、
堆
肥
処
理
施
設
設
置
の
為
の
支
援
を
図
る
　

　
　
こ
と

一
、
基
金
設
置
自
治
体
に
対
す
る
国
の
全
額
負
　

　
　
担
を
図
る
こ
と

一
、
新
た
な
畜
産
基
地
と
し
て
、
生
産
・
加
工
・

　
　
販
売
（
６
次
産
業
化
）
の
為
の
環
境
整
備
　

　
　
を
図
る
こ
と

一
、
補
償
金
に
対
す
る
課
税
減
免
策
を
講
ず
る
　

　
　
こ
と

一
、
国
産
粗
飼
料
自
給
対
策
の
具
体
化
を
講
ず
　

　
　
る
こ
と

　
　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
　

　
　
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
県
新
富
町
議
会

　
　
　
提
出
先

　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
管
　
　
直
人
　 

　
　
　
　
総
務
大
臣
　
　
　
片
山
　
善
博
　 

　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
鹿
野
　
道
彦
　 

　
　
　
　
財
務
大
臣
　
　
　
野
田
　
佳
彦
　 

　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫
　 

　

♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
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♢
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♢
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♢
♢
♢
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♢
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♢
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♢
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♢
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♢
♢
♢
♢
♢
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♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢
♢

口
蹄
疫

復
興
支
援
対
策
に
関
す
る
意
見
書

口
蹄
疫

復
興
支
援
対
策
に
関
す
る
意
見
書

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
付
託
と
な
り
ま
し
た
４

議
案
に
つ
い
て
報
告
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
「
平
成
２２
年
度
水

道
事
業
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
」
　
　

　
今
回
の
補
正
は
、
収
益

的
支
出
を
平
伊
倉
水
源
地

取
水
ポ
ン
プ
更
新
工
事
費
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
紙
代
、

郵
便
料
等
２
８
８
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２

億
３
４
４
５
万
１
千
円
に

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

資
本
的
支
出
に
つ
い
て
建

設
改
良
費
５
６
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
億
２

９
３
０
万
２
千
円
に
す
る

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　

　
委
員
会
は
全
会
一
致
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
「
平
成
２２
年
度
新

富
町
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
」
　
　
　
　

　
決
算
額
は
歳
入
歳
出
と

も
に
１
億
６
０
２
９
万
５

千
円
。
歳
入
は
一
般
会
計

繰
入
金
、
保
留
地
処
分
金
、

北
地
区
分
割
徴
収
清
算
金

な
ど
で
、
歳
出
は
北
地
区

公
園
整
備
費
、
公
債
費
等
、

繰
出
し
金
で
す
。
　
　
　

　
昭
和
５８
年
に
始
ま
っ
た

土
地
区
画
整
理
事
業
も
こ

れ
で
終
了
と
な
り
ま
し
た

が
、
普
通
財
産
へ
と
移
管

さ
れ
た
保
留
地
に
つ
い
て

早
期
の
処
分
、
活
用
を
望

み
、
委
員
会
は
全
会
一
致

議
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
「
平
成
２１
年
度
新

富
町
水
道
会
計
事
業

決
算
の
認
定
に
つ
い

て
」
　
　
　
　
　
　
　

　
総
排
水
量
は
１
７
３
㎥
、

有
収
水
量
は
１
６
４
万
１

千
㎥
で
９４
・
８４
％
の
有
収

水
率
、
給
水
戸
数
は
２１
戸

増
の
５
６
２
６
戸
と
な
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
収
益
的
収
支
は
２
億
５

２
１
７
万
円
の
収
益
に
対

し
費
用
額
は
２
億
１
０
３

２
万
４
千
円
で
、
４
１
８

４
万
６
千
円
の
純
利
益
と

な
り
ま
す
。
昨
年
よ
り
も

収
入
額
は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
費
用
を
抑
え
る
こ

と
に
よ
り
、
収
益
率
は
増

加
し
て
お
り
評
価
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
に
お
い
て

は
、
企
業
債
な
ど
の
収
入

３
１
４
６
万
５
千
円
に
対

し
、
浄
水
場
ポ
ン
プ
設
備

改
修
や
排
水
池
の
電
気
計

装
設
備
工
事
な
ど
を
行
い
、

総
額
は
１
億
３
０
５
１
万

９
千
円
を
支
出
。
　
　
　

　
不
足
額
９
９
０
５
万
４

千
円
に
つ
い
て
は
当
年
度

損
益
勘
定
留
保
資
金
、
建

設
改
良
積
立
金
、
当
年
度

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整

額
で
補
填
し
て
い
ま
す
。

　
現
況
で
は
、
こ
の
財
政

規
模
で
こ
れ
ほ
ど
の
収
益

率
の
あ
る
企
業
は
民
間
に

お
い
て
も
稀
有
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
の
設
備
、
管

路
の
更
新
、
人
口
減
少
や

節
水
等
の
事
項
を
考
え
る

と
、
企
業
債
の
繰
り
上
げ

償
還
や
減
価
償
却
引
当
金

の
拡
充
等
も
検
討
す
べ
き

と
思
わ
れ
ま
す
。
安
心
な

水
の
継
続
的
な
供
給
に
努

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
求

め
、
委
員
会
は
全
会
一
致

議
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
「
平
成
２１
年
度
新

富
町
水
道
事
業
会
計

事
業
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て
」
　
　
　

　
当
年
度
未
処
分
利
益
剰

余
金
５
５
７
６
万
７
３
４

６
円
に
つ
い
て
、
減
債
基

金
３
０
０
万
円
、
建
設
改

良
積
立
金
４
０
０
０
万
円
、

残
り
１
２
７
６
万
７
３
４

６
円
に
つ
い
て
は
、
翌
年

度
繰
越
剰
余
金
と
す
る
も

の
で
す
。
委
員
会
は
全
会

一
致
議
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　



九
州
４
県
少
年
相
撲
大
会

陸
奥
部
屋
の
合
宿
時
に

２１
年
度
の
入
札
結
果
は

町
内
業
者
が
７３
％
落
札

町政のここを聞く！！
★総括質疑は、町長から提案された議案の内容（予算、条例等）に対して各議員が質疑するものです。

町政のここを聞く！！
★総括質疑は、町長から提案された議案の内容（予算、条例等）に対して各議員が質疑するものです。

６

問答

問

問答

答答

答

問答

河
　
野
　
國
　
夫
　
議員

２１
年
度
の
行
政
評
価
は

幅
広
い
事
業
順
調
に
執
行

問 比
江
島
　
義
　
秋
　
議員

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
対
象

問

答 問

答 問大
　
西
　
八
重
子
　
議員

総　括　質　疑

屋根付相撲場で稽古をする陸奥部屋

　
　
　
　
新
富
町
小
規
模

　
　
　
福
祉
施
設
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
整
備
事
業
費
補

助
金
２
５
２
万
円
は
。
　

　

　

　

　
　
　
　
平
成
２１
年
４
月

　
　
　
の
消
防
法
令
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
小
規
模

社
会
福
祉
施
設
が
義
務
付

け
に
な
り
、
延
べ
面
積
２

７
５
㎡
以
上
が
対
象
。
一

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
対

象
。
百
％
国
の
補
助
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
実
質
収
支
、
２

　
　
　
億
６
千
万
円
の
黒

字
決
算
、
執
行
に
つ
い
て

の
自
己
評
価
の
ほ
ど
は
。

　

　

　

　

　
　
　
　
平
成
２１
年
度
は

　
　
　
地
域
経
済
の
活
性

化
と
町
民
生
活
の
安
定
と

向
上
の
予
算
で
、
富
田
中
、

新
田
小
中
学
校
建
設
工
事

に
着
手
、
道
路
関
係
対
前

年
比
１
億
円
の
増
、
子
育

支
援
・
子
ど
も
教
育
の
充

実
、
緊
急
経
済
対
策
で
幅

広
い
分
野
で
の
事
業
が
執

行
で
き
順
調
に
出
来
た
と

思
っ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
　
　
　
行
政
執
行
の
結

　
　
　
果
に
採
点
は
何
点

を
付
け
ら
れ
ま
す
か
。
　

　

　

　

　
　
　
　
自
分
の
評
価
は

　
　
　
差
し
控
え
ま
す
。

出
来
る
だ
け
町
民
の
期
待

に
添
え
る
よ
う
行
政
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
　

　

　

　
　
　
　
各
課
の
取
組
み

　
　
　
を
示
す
「
各
課
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
」
が
「
各
課

の
取
組
方
針
と
目
標
」
に

変
わ
る
理
由
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　
　
　
は
政
治
家
が
政
党

の
政
策
、
自
分
の
政
策
を

公
表
す
る
も
の
で
、
各
課

が
扱
う
業
務
は
事
業
の
進

捗
に
な
り
目
標
な
ど
あ
り
、

そ
の
意
に
そ
わ
な
い
の
で

変
更
し
た
も
の
で
す
。
　

　
　
　
　
２１
年
度
の
「
各

　
　
　
課
の
取
組
方
針
と

目
標
」
が
検
証
さ
れ
公
表

さ
れ
て
い
な
い
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
検
証
に
つ
い
て

　
　
　
は
早
め
に
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
口
蹄
疫
の

関
係
で
遅
れ
検
証
が
済
み

ま
し
た
の
で
議
会
中
に
配

布
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
平
成
２１
年
度
の

　
　
　
町
発
注
の
入
札
結

果
は
。
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
２
０
５
件
の
内
、

　
　
　
条
件
付
一
般
競
争

入
札
が
８
件
、
指
名
競
争

入
札
は
１
９
７
件
で
す
。

１
５
０
件
、
７
３
％
を
町

内
業
者
が
落
札
。
不
調
に

終
わ
っ
た
の
は
１７
件
で
す
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
１２
月
に
予
定
さ

　
　
　
れ
て
い
る
４
県
対

抗
少
年
相
撲
大
会
に
つ
い

て
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
陸
奥
部
屋
の
合

　
　
　
宿
に
合
わ
せ
て
、

小
学
生
１８
チ
ー
ム
、
２
日

間
で
行
う
。
監
督
、
選
手

合
わ
せ
て
２
５
２
名
参
加

の
予
定
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
屋
根
付
相
撲
場

　
　
　
を
活
用
し
て
の
大

会
誘
致
の
計
画
は
。
　
　

　
　
　
　
全
国
大
会
に
繋

　
　
　
が
る
県
内
少
年
相

撲
大
会
の
一
つ
を
予
定
し

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　

　

　 つ
な



町営住宅の耐震診断を開始

町
営
住
宅
耐
震
診
断
は

当
初
、
新
町
Ａ
棟
と
新
成
法
寺
団
地

福
祉
施
設
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は

消
防
法
等
の
改
正
に
よ
る

答

総　括　質　疑

７

佐
土
原
〜
木
城
線
補
償
区
間

上
新
田
中
学
下
５
０
０
ｍ

問

問

答

答

問問 答

保
育
所
の
民
営
化

負
担
減
の
主
な
も
の
は
人
件
費

問問 答

答

少
年
相
撲
大
会
の
宿
泊
は

町
内
で
収
容
で
き
る

問答 櫻
　
井
　
盛
　
生
　
議員

問

答

問答

問答

吉
　
田
　
貴
　
行
　
議員

　
　
　
　
決
算
審
査
意
見

　
　
　
書
で
は
、
保
育
所

の
民
営
化
に
よ
り
平
成
１６

年
と
の
比
較
で
５
７
９
６

万
５
千
円
の
負
担
減
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
負
担
減
の
主
な

　
　
　
も
の
は
、
人
件
費

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
中
小
企
業
特
別

　
　
　
融
資
制
度
及
び
小

規
模
企
業
融
資
制
度
に
つ

い
て
、
決
算
意
見
書
で
は
、

「
町
内
中
小
企
業
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
制
度
を
検

討
す
べ
き
」
と
の
べ
ら
れ

て
い
る
の
が
、
検
討
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。
　
　
　

　
　
　
　
検
討
は
し
て
い

　
　
　
ま
す
が
、
具
体
的

に
は
か
な
り
困
難
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
町
営
住
宅
耐
震

　
　
　
診
断
委
託
に
つ
い

て
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
新
規
事
業
で
、

　
　
　
今
回
、
新
町
住
宅

Ａ
棟
と
新
成
法
寺
住
宅
の

２
ヶ
所
を
考
え
て
い
ま
す
。

          

　
　
　
　
地
方
交
付
税
に

　
　
　
つ
い
て
、
臨
時
財

政
対
策
債
は
地
方
交
付
税

と
同
じ
と
認
識
し
て
い
る

の
か
ど
う
か
。
　
　
　
　

　
　
　
　
同
じ
も
の
と
認

　
　
　
識
し
て
い
ま
す
。

　

　
　
　
　
小
規
模
福
祉
施

　
　
　
設
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
整
備
補
助
金
に
つ
い
て
、

町
内
の
施
設
の
数
と
そ
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
現
在
、
町
内
に

　
　
　
４
ヶ
所
の
施
設
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
消
防

法
等
の
改
正
で
２
７
５
㎡

以
上
が
対
象
と
な
り
、
今

回
は
１
ヶ
所
だ
け
で
す
。

　
　
　
　
少
年
相
撲
大
会

　
　
　
の
九
州
４
県
は
ど

こ
か
。
８５
万
円
の
運
営
で

十
分
な
支
援
が
出
来
る
の

か
。
宿
泊
は
町
内
な
の
か
。

継
続
し
て
実
施
す
る
の
か
。

　
　
　
　
４
県
は
、
宮
崎
・

　
　
　
鹿
児
島
・
熊
本
・

大
分
で
す
。
予
算
は
県
か

ら
も
８０
万
円
の
支
援
を
受

け
て
運
営
し
ま
す
。
大
相

撲
陸
奥
部
屋
来
町
時
に
合

わ
せ
て
１２
月
実
施
予
定
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
宿
泊
は
、
町
内
を
考
え

て
い
ま
す
が
、
何
と
か
収

容
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
単
年
度
と
し

て
行
う
予
定
で
す
。
　
　

　
　
　
　
町
の
振
興
に
期

　
　
　
待
で
き
る
の
で
継

続
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
こ
の
大
会
を
成

　
　
　
功
さ
せ
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
。
　
　
　
　

　
　
　
　
佐
土
原
〜
木
城

　
　
　
線
工
作
物
補
償
外

（
３
７
０
０
万
円
）
の
区

間
は
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
上
新
田
中
学
校

　
　
　
か
ら
坂
の
下
５
０

０
ｍ
県
道
ま
で
。
道
路
工

事
に
か
か
る
工
作
物
補
償

費
外
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
下
新
田
Ａ
コ
ー

　
　
　
プ
周
辺
の
工
事
の

時
期
は
。
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
県
道
か
ら
北
側

　
　
　
は
現
在
計
画
中
。

　
　
　
　
西
体
育
館
前
の

　
　
　
学
明
館
〜
県
道
ま

で
の
工
事
の
時
期
は
。
　

　
　
　
　
抜
本
的
対
策
と

　
　
　
し
て
猿
ヶ
瀬
川
二

級
河
川
の
改
修
計
画
等
お

願
い
し
て
い
る
。
県
の
計

画
が
定
ま
ら
な
い
と
麓
橋

の
計
画
が
決
ま
ら
な
い
の

で
こ
こ
の
区
間
は
後
に
な

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　



大西八重子　議員

比江島義秋　議員

畜産の再生、活気が戻る日は

幅員が狭い中村～山之坊線

中
村
〜
山
之
坊
線
の
拡
幅
は

優
先
順
位
等
を
勘
案
し
て

町長

町政にもの申す！！
★一般質問は、町長の町政に対する姿勢について、各議員が質問するものです。（１０人の議員が質問を行ないました）

町政にもの申す！！
★一般質問は、町長の町政に対する姿勢について、各議員が質問するものです。（１０人の議員が質問を行ないました）

一　般　質　問

８

牛
豚
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト

農
家
と
連
携
し
取
り
組
む

町長

問町長

問町長問

町長問

教育長 教育長

町長問

問

町長

問問

町長

問

問

町長町長

　
　
　
　
町
道
「
中
村
〜

　
　
　
山
之
坊
線
」
の
道

路
拡
幅
を
早
期
に
。
　
　

　
　
　
　
町
道
の
総
延
長

　
　
　
の
約
３７
％
（
８９
㎞
）、

町
道
３
３
８
路
線
の
２０
％

（
６６
路
線
）
が
未
改
修
道
路
。

今
後
も
町
内
各
地
域
の
均

衡
を
保
ち
、
緊
急
性
、
必

要
性
、
優
先
順
位
等
を
勘

案
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
１４
回
の
妊
婦
健

　
　
　
診
無
料
化
は
経
済

的
負
担
軽
減
、
安
心
安
全

に
生
み
育
て
ら
れ
る
こ
と

で
喜
ば
れ
て
い
る
。
今
後

も
無
料
化
を
継
続
す
る
の

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
平
成
２３
年
度
か

　
　
　
ら
県
補
助
金
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
母
体
の
健
康
と

胎
児
の
健
や
か
な
成
育
を

支
援
す
る
た
め
に
何
ら
か

の
対
策
を
考
え
て
い
く
。

　
　
　
　
子
宮
頸
が
ん
は

　
　
　
検
診
と
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
で
ほ
ぼ
百
％

予
防
で
き
る
。
費
用
が
高

額
な
た
め
公
費
助
成
が
求

め
ら
れ
る
。
市
町
村
が
実

施
す
る
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
事
業
に
３
分
の
１
国

が
助
成
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、

本
町
も
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
厚
労
省
は
特
別

　
　
　
枠
で
予
算
要
求
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
推

移
を
見
守
り
検
討
を
加
え

て
ま
い
り
た
い
。
　
　
　

　
　
　
　
乳
が
ん
・
子
宮

　
　
　
頸
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
事
業
は
、
国

の
負
担
が
半
分
に
な
る
よ

う
だ
が
、
本
町
も
継
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
　
　

　
　
　
　
平
成
２１
年
度
か

　
　
　
ら
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
が
ん
の
早
期
発
見
、

予
防
を
行
い
婦
人
の
健
康

保
持
及
び
推
進
の
た
め
継

続
し
て
い
く
。
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
牛
豚
ゼ
ロ
か
ら

　
　
　
の
ス
タ
ー
ト
、
ど

の
よ
う
に
推
し
進
め
る
考

え
か
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
県
の
再
生
、
復

　
　
　
興
方
針
に
基
づ
き

経
営
再
開
に
向
け
畜
舎
等

の
整
備
、
消
毒
体
制
と
家

畜
防
疫
体
制
強
化
、
埋
却

地
の
保
全
管
理
と
環
境
調

査
、
雇
用
確
保
、
農
畜
産

物
販
売
促
進
、
畜
産
農
家

の
心
と
身
体
の
ケ
ア
な
ど

国
県
関
係
団
体
、
農
家
と

連
携
し
取
組
み
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
口
蹄
疫
対
策
で

　
　
　
反
省
す
べ
き
要
点

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
生

か
す
の
か
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
「
初
動
の
迅
速

　
　
　
な
対
応
」
い
か
に

的
確
で
迅
速
な
診
断
を
下

す
検
査
体
制
の
整
備
、
防

疫
体
制
の
整
備
等
、
法
改

正
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
、
国
県
関
係
団
体
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
家
畜
補
償
費
の

　
　
　
課
税
は
再
建
を
阻

止
す
る
も
の
で
非
課
税
化

の
声
を
強
く
発
す
べ
き
で

あ
る
。
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　
山
田
対
策
本
部

　
　
　
長
に
強
く
要
望

し
、
県
市
町
も
一
体
と
な

り
、
町
村
会
も
強
く
要
望

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
埋
却
地
を
町
で

　
　
　
確
保
し
て
お
く
べ

き
で
な
い
か
。
　
　
　
　

　
　
　
　
事
前
に
埋
却
地

　
　
　
を
求
め
る
考
え
は

な
い
。
口
蹄
疫
特
措
法
で

な
く
家
伝
法
優
先
で
考
え

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
全
国
学
力
テ
ス

　
　
　
ト
へ
の
新
富
町
の

参
加
校
は
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
小
学
１
校
、
中

　
　
　
学
３
校
が
抽
出

校
、
残
り
は
自
主
参
加
。

　
　
　
　
テ
ス
ト
結
果
の

　
　
　
問
題
点
は
。
　
　

　
　
　
　
小
学
校
は
知
識

　
　
　
の
問
題
で
全
国
県

平
均
を
上
回
り
、
活
用
問

題
に
課
題
が
あ
る
。
中
学

校
は
知
識
活
用
問
題
と
も

全
国
県
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
。
課
題
と
し
て
は
、各

学
校
と
も
読
解
力
の
向
上

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。



長　濵　　博　議員

城　　吉　信　議員

静寂！柿原政一郎翁の墓地

来年度の飼料稲等の作付は？

一　般　質　問

９

町長柿
原
財
団
の
土
地
活
用
は

観
光
ル
ー
ト
と
し
て
検
討

飼
料
稲
・
休
耕
田
対
策
は

新
規
需
要
米
の
普
及
努
力

町長

問町長

問町長

問

町長

問町長

問

問町長

問町長

町長

　
　
　
　
つ
い
に
１
万
８

　
　
　
０
０
０
人
を
割
っ

た
対
策
は
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
今
後
は
人
口
の

　
　
　
減
少
を
い
か
に
抑

え
る
か
、
そ
の
対
策
を
考

え
な
が
ら
、
子
育
て
支
援

等
の
充
実
を
図
る
。
　
　

　
　
　
　
減
ら
な
い
努
力

　
　
　
で
は
な
く
、
増
や

す
考
え
方
が
必
要
だ
。
空

き
家
対
策
や
追
分
分
校
の

生
徒
確
保
な
ど
か
ら
も
策

を
考
え
て
欲
し
い
。
例
え

ば
、
４５
歳
以
下
の
世
帯
で

子
ど
も
の
お
ら
れ
る
方
に
、

家
賃
補
填
等
、
本
町
に
住

ん
で
も
ら
え
る
対
策
を
積

極
的
に
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
よ
い
提
案
だ
と

　
　
　
思
う
。
色
々
な
観

点
か
ら
研
究
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
小
中
学
校
の
校

　
　
　
舎
建
設
等
、
整
備

は
進
ん
で
い
る
が
、
生
徒

の
人
数
推
移
や
先
生
の
確

保
等
、
教
育
面
で
の
影
響

は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
小
学
校
で
は

　
　
　
５
年
後
、
富
田
小

１
０
０
名
、
新
田
小
３４
名
、

上
新
田
小
１４
名
が
入
学
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
少
子

化
が
進
む
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
柿
原
政
一
郎
翁

　
　
　
の
墓
地
が
湯
風
呂

地
区
に
あ
る
。
座
論
梅
湯

の
宮
、
町
営
牧
場
な
ど
連

携
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、

柿
原
財
団
の
土
地
を
国
土

有
効
利
用
と
し
て
も
良
い

と
の
話
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
観
光
資
源
の
乏
し
い

本
町
だ
が
、
翁
の
遺
徳
を

生
か
せ
な
い
か
。
　
　
　

　
　
　
　
地
域
活
性
化
の

　
　
　
た
め
名
所
、
旧
跡
、

観
光
ル
ー
ト
と
し
て
検
討

し
て
み
た
い
。
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
今
後
の
農
家
、

　
　
　
商
工
業
の
復
興
支

援
を
伺
い
た
い
。
　
　
　

　　
　
　
　
再
生
、
復
興
は

　
　
　
県
の
再
生
、
復
興

方
針
に
基
づ
い
て
支
援
を

行
い
た
い
。
　
　
　
　
　

　
商
工
業
の
復
興
に
は
、

停
滞
し
た
観
光
や
商
店
街

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
や
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
、
貸
付
金

の
利
子
補
給
、
雇
用
対
策

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
国
県
、
関
係
団
体
等

と
連
携
し
て
緊
急
的
に
対

応
を
要
す
る
課
題
と
し
て

取
り
組
み
た
い
。
　
　
　

　
　
　
　
飼
料
稲
、
休
耕

　
　
　
田
対
策
を
伺
い
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
来
年
度
は
牛
の

　
　
　
頭
数
が
元
に
戻
っ

て
い
な
い
と
予
想
さ
れ
る

中
で
、
飼
料
用
稲
等
を
含

め
て
作
付
面
積
に
つ
い
て

は
、
頭
数
に
見
合
っ
た
面

積
の
調
整
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　

　
条
件
の
悪
い
水
田
で
は

休
耕
田
が
出
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
、新
規
需
要

米
と
し
て
の
飼
料
用
米
、米

粉
米
等
の
普
及
に
努
め
る
。

　
　
　
　
口
蹄
疫
に
よ
る

　
　
　
財
政
支
出
が
多
く

な
り
、
今
後
、
町
財
政
の

見
透
し
は
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
防
疫
対
策
費
、

　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
、
飼
料
用
稲
刈
取
補
助
、

雇
用
対
策
、
埋
却
地
の
環

境
対
策
費
と
し
て
合
計
１

億
１
７
２
８
万
３
千
円
予

算
を
計
上
し
て
あ
る
。
こ

れ
か
ら
の
経
費
の
財
源
と

し
て
、
今
回
の
補
正
予
算

ま
で
１
億
４
５
０
０
万
円

を
「
口
蹄
疫
に
立
ち
向
か

う
し
ん
と
み
元
気
基
金
」

に
積
み
立
て
、
そ
の
う
ち

防
疫
対
策
経
費
以
外
の
経

費
と
し
て
６
８
７
５
万
８

千
円
を
取
り
崩
し
て
あ
る
。

今
後
も
、
積
極
的
な
施
策

の
展
開
と
財
政
規
律
の
維

持
を
両
立
さ
せ
、
健
全
財

政
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

　

　

　

　

　



永　友　繁　喜　議員

小　嶋　崇　嗣　議員

どうなるの？光ファイバー

畜産王国のブランド復活は

一　般　質　問

１０

町長情
報
通
信
網
整
備
の
現
状

改
め
て
検
討
し
て
い
る

失
わ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
は

イ
ベ
ン
ト
等
で
信
頼
回
復

町長

問町長

問

町長

問町長

問

問町長

問町長

問町長

町長

　
　
　
　
情
報
通
信
網
整

　
　
　
備
の
現
状
は
。

　
　
　
　
情
報
通
信
網
整

　
　
　
備
に
つ
い
て
は
防

衛
省
の
民
生
安
定
事
業
と

し
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

敷
設
を
推
進
し
て
き
た
と

こ
ろ
だ
が
、
最
終
的
に
民

生
安
定
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー

以
外
の
活
用
に
つ
い
て
は

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
と

の
事
で
あ
っ
た
為
、
改
め

て
検
討
し
て
い
る
。
　
　

　
　
　
　
議
会
の
全
員
協

　
　
　
議
会
で
の
説
明
に

お
い
て
は
、
数
億
円
を
民

間
に
補
助
し
民
間
主
導
で

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
や
り
方
で
は
全

世
帯
が
情
報
通
信
の
恩
恵

を
享
受
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
他
の
市
町
村
と
同
様
に

民
間
通
信
会
社
及
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
の
契
約
を
し
て
利

用
す
る
事
に
な
る
。
社
会

基
盤
と
し
て
の
考
え
方
も

わ
か
る
が
新
富
町
は
基
地

の
あ
る
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
整
備
を
し
て
い
く
べ

き
か
考
え
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
騒
音
に
よ
り
防
災
無
線

の
音
声
は
聞
き
取
り
づ
ら

い
為
視
覚
的
な
情
報
伝
達

と
双
方
向
に
よ
り
受
信
確

認
や
安
否
確
認
が
必
要
で

あ
る
こ
と
。
電
話
の
途
中

で
会
話
し
づ
ら
く
料
金
が

多
く
か
か
る
の
で
Ｉ
Ｐ
電

話
に
よ
る
町
内
通
話
の
無

料
化
等
で
あ
る
。
出
来
る

の
で
す
か
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
出
来
る
も
の
を

　
　
　
し
っ
か
り
研
究
し

て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

　
　
　
　
役
場
に
い
る
と

　
　
　
情
報
の
無
い
事
の

不
便
さ
や
不
安
を
感
じ
な

い
。
民
間
事
業
所
に
は
防

災
無
線
さ
え
無
い
状
況
で

あ
る
。
本
当
に
新
富
町
に

必
要
な
情
報
通
信
網
の
整

備
の
在
り
方
を
考
え
て
ほ

し
い
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
検
討
し
た
い
。

　

　

　

　

　

　
　
　
　
米
価
の
基
準
補

　
　
　
償
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
来
年
度
か
ら
食

　
　
　
料
の
自
給
率
向
上

と
水
田
経
営
の
安
定
を
図

る
た
め
米
の
補
償
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
価
格

面
で
は
全
国
的
に
過
剰
傾

向
と
な
る
見
通
し
の
中
で

過
去
に
類
の
な
い
極
端
な

安
値
取
引
き
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
国
が
示

し
た
補
償
基
準
に
そ
っ
て

発
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
口
蹄
疫
が
終
息

　
　
　
し
、
畜
産
農
家
は

復
興
に
向
け
取
り
組
み
中

で
あ
る
。
補
償
金
が
税
の

対
象
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

１
頭
百
万
円
を
越
し
た
牛

の
課
税
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
畜
産
農
家
へ
の

　
　
　
補
償
金
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
口
蹄
疫
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
国
か
ら

は
特
別
な
方
向
は
出
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
　

　
　
　
　
失
わ
れ
た
ブ
ラ

　
　
　
ン
ド
の
確
立
は
ど

う
す
る
の
か
。
　
　
　
　

　
　
　
　
連
日
の
よ
う
に

　
　
　
全
国
報
道
が
な
さ

れ
、
様
々
な
分
野
で
甚
大

な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
町
の
魅
力
や
食
の
安

全
安
心
な
供
給
体
制
を
全

国
の
消
費
者
に
向
け
、
イ

ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
信

頼
回
復
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
口
蹄
疫
に
係
る

　
　
　
雇
用
対
策
に
つ
い

て
、
伺
い
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
風
評
被
害
を
受

　
　
　
け
た
雇
用
対
策
に

つ
い
て
は
、
口
蹄
疫
対
策

緊
急
雇
用
の
た
め
賃
金
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
　
　

　



児　玉　義　雄　議員

桜　井　盛　生　議員

横江川を議員で現地視察

めぐり棒を使ったソバの収穫

一　般　質　問

１１

町長横
江
川
の
水
質
向
上
対
策

合
併
浄
化
槽
の
推
進
努
力

町
の
活
性
化
施
策
は

特
産
品
や
観
光
施
設
開
発

町長

問

問

町長

問

町長

問町長

問

町長

町長

　
　
　
　
横
江
川
の
水
質

　
　
　
向
上
の
た
め
、
合

併
浄
化
槽
の
設
置
状
況
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
横
江
川
沿
線
地

　
　
　
区
で
の
合
併
浄
化

槽
の
設
置
状
況
は
、
約
３０

％
（
町
全
体
も
同
じ
）
で

す
。
５
人
槽
で
３３
万
２
千

円
、
７
人
槽
で
４１
万
４
千

円
、
１０
人
槽
で
５４
万
８
千

円
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
補
助
金
の
上
乗
せ

を
国
県
に
要
望
す
る
と
と

も
に
、
環
境
対
策
に
対
す

る
浄
化
槽
の
役
割
を
周
知

し
、
設
置
の
推
進
に
努
め

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

　
　
　
テ
ィ
バ
ル
一
ッ
瀬

の
花
火
大
会
で
数
名
の
地

区
住
民
が
仕
事
の
都
合
や

病
気
介
護
の
た
め
、
午
後

６
時
か
ら
の
交
通
規
制
に

苦
慮
さ
れ
て
い
る
。
特
別

に
通
行
券
の
発
行
等
に
よ

る
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
警
察
の
担
当
官

　
　
　
と
数
回
に
わ
た
り

協
議
し
た
が
、
特
定
車
両

の
進
入
を
認
め
て
も
ら
え

ず
、
消
防
機
庫
や
集
会
所

に
駐
車
し
て
、
徒
歩
で
帰

宅
し
て
も
ら
っ
た
。
今
後

も
、
警
察
の
担
当
官
と
折

衝
し
、
事
前
に
対
応
策
を

協
議
し
て
い
き
た
い
。
　

　

　

　

　
　
　
　
口
蹄
疫
で
畜
産

　
　
　
農
家
を
中
心
に
あ

ら
ゆ
る
産
業
に
被
害
が
拡

大
し
、
県
内
２
３
５
０
億

円
と
も
言
わ
れ
る
大
災
害

と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
時

期
に
町
の
活
性
化
等
施
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
施
策
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
町
外
か
ら
の
集

　
　
　
客
は
、
航
空
祭
、

花
火
大
会
、
れ
ん
こ
ん
や

そ
ば
、
花
祭
り
、
各
種
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
す
が
、

今
後
特
産
品
や
観
光
施
設

の
開
発
、
他
の
市
町
村
と

の
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
進
め
た
い
。
　
　

　
　
　
　
活
性
化
に
は
、

　
　
　
人
口
増
も
必
要
で

あ
る
が
、
町
内
へ
の
新
規

居
住
者
に
対
し
魅
力
あ
る

施
策
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
何
が
人
口
増
に

　
　
　
必
要
か
で
あ
る
が
、

子
育
て
や
医
療
の
面
か
ら

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
口
蹄
疫
の
復
興

　
　
　
に
つ
い
て
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ

る
の
は
町
長
で
も
あ
り
ま

す
。
国
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
、
復
興
の
最
短
距

離
だ
が
、
要
望
の
現
状
と

施
策
は
な
い
か
。
　
　
　

　
　
　
　
県
の
復
興
計
画

　
　
　
に
基
づ
い
て
進
め

て
い
く
が
、
独
自
の
施
策

は
、
今
後
状
況
を
見
な
が

ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。



下　村　　豊　議員

吉　田　貴　行　議員

水のきれいな富田浜入江に！

既設滑走路の工事現場視察

町長町長

一　般　質　問

１２

緊
急
時
使
用
が
早
ま
れ
ば

町
の
負
担
増
と
考
え
て
い
る

富
田
浜
入
江
の
清
浄
化
は

町
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か

緊
急
時
使
用
が
早
ま
れ
ば

町
の
負
担
増
と
考
え
て
い
る

富
田
浜
入
江
の
清
浄
化
は

町
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か

町長

町長

町長 町長町長

町長 町長 問問

問問

問

問

問

町長

問

町長

問

　
　
　
　
口
蹄
疫
も
終
息

　
　
　
し
、
復
興
が
始
ま

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　

①
復
興
へ
向
け
、
第
一
義

的
に
責
任
を
持
つ
の
は
何

処
か
。
②
特
別
措
置
法
で

は
地
域
経
済
へ
の
支
援
は
。

③
特
別
措
置
法
が
出
来
て

随
分
経
つ
が
、
基
金
、
税

制
上
の
問
題
は
。
　
　
　

　
　
　
　
①
第
一
義
的
責

　
　
　
任
は
国
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
②
特
別
措

置
法
23
条
で
「
地
域
経
済

の
再
建
及
び
活
性
化
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
費
用
に
充

て
る
基
金
の
措
置
そ
の
他

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
」

と
。
③
基
金
も
税
制
上
の

問
題
も
ま
だ
明
ら
か
で
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
復
興
へ
向
う
最

　
　
　
大
の
障
害
は
国
で

は
な
い
か
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
そ
の
と
お
り
だ

　
　
　
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
緊
急
時
の
訓
練

　
　
　
を
容
認
し
て
い
る

が
、
当
時
の
国
は
ど
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
普
天
間
飛
行
場

　
　
　
の
有
す
る
機
能

（
ヘ
リ
運
用
、
空
中
給
油

機
能
、
緊
急
時
使
用
の
機

能
）
の
う
ち
、
緊
急
時
の

使
用
に
関
す
る
機
能
を
確

保
す
る
た
め
、
新
田
原
基

地
に
お
け
る
米
軍
の
緊
急

時
の
使
用
を
認
め
た
も
の

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　

　
　
　
　
訓
練
形
態
は
ど

　
　
　
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
て
い
る
か
。
　
　
　
　

　
　
　
　
米
軍
の
単
独
訓

　
　
　
練
形
で
実
施
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
　
　
　
緊
急
時
の
訓
練

　
　
　
の
時
期
に
つ
い
て

は
ど
う
説
明
さ
れ
て
い
る

の
か
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
普
天
間
代
替
施

　
　
　
設
が
完
成
し
、
所

在
す
る
航
空
機
等
が
移
駐

す
る
こ
と
の
目
途
が
立
っ

た
後
に
行
わ
れ
る
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
　
　
　
新
田
原
基
地
へ

　
　
　
の
普
天
間
基
地
機

能
の
一
部
が
仮
に
早
ま
れ

ば
、
負
担
増
と
の
認
識
は

あ
る
か
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
そ
う
な
れ
ば
負

　
　
　
担
増
だ
と
考
え
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー

　
　
　
を
防
衛
補
助
で
断

念
し
た
理
由
。
基
本
設
計

費
の
価
格
は
。
　
　
　
　

　
　
　
　
新
規
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　
は
、
財
務
省
が
認

め
な
か
っ
た
の
で
、
既
事

業
の
有
線
ラ
ジ
オ
放
送
施

設
整
備
に
変
更
し
た
。
そ

の
後
財
務
省
で
映
像
は
不

認
可
に
な
り
、
民
間
事
業

に
方
向
変
換
し
た
。
　
　

　
基
本
設
計
は
３
８
８
５

万
円
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
４

０
８
ペ
ー
ジ
で
す
。
防
衛

補
助
で
取
り
組
む
に
は
基

本
設
計
が
必
要
で
、
実
施

設
計
の
発
注
で
生
か
さ
れ

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
浜
漕
艇
庫
前
道

　
　
　
路
の
安
全
確
保
、

教
育
キ
ャ
ン
プ
場
の
施
設

老
朽
化
は
。
富
田
浜
入
江

は
町
民
が
汚
し
て
き
た
。

来
年
度
か
ら
の
次
期
長
期

総
合
計
画
に
清
浄
化
を
計

上
す
る
考
え
は
。
　
　
　

　
　
　
　
近
年
交
通
量
が

　
　
　
増
加
、
関
係
者
に

安
全
確
認
を
改
め
て
注
意

喚
起
す
る
。
　
　
　
　
　

　
炊
飯
場
の
修
理
等
場
内

環
境
は
整
え
て
い
る
。
　

　
入
江
の
清
浄
化
は
、
町

が
取
り
組
め
る
も
の
と
、

そ
う
で
な
い
部
分
が
あ
る
。

そ
こ
を
ど
こ
ま
で
で
き
る

か
。
ど
こ
ま
で
文
章
で
取

り
込
め
る
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
地
上
騒
音
及
び

　
　
　
仮
滑
走
路
使
用
に

伴
う
騒
音
対
策
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
地
上
騒
音
は
、

　
　
　
住
民
の
苦
痛
は
基

地
渉
外
室
を
通
じ
て
訴
え

た
。
基
地
対
策
事
案
と
し

て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
　

　
騒
音
区
域
の
見
直
し
は

国
に
要
望
し
て
い
る
が
、

継
続
し
て
推
進
す
る
。
　

　



１３

議会報告会開催

日程　平成22年11月３日㈬

時間　午後６時30分～

会場　富田地区　中央公民館

         新田地区　新田学習館

今回、議会の活性化を図るため議会報告会を
開催することになりました、皆様のご来場を
お待ちしております。

尚、団体で来られる場合は事前に
議会事務局までご連絡ください。

皆さん 傍聴に
　 　おいでください。

次の定例議会は
１２月の初めの予定です。

電話 33-6139（直通）

議決月日 結　果
平成22年度新富町一般会計補正予算に
ついて
平成22年度新富町一般会計補正予算に
ついて

副町長の選任について

平成22年度新富町一般会計補正予算に
ついて
平成22年度新富町国民健康保険特別会計
補正予算について
平成22年度新富町老人保健特別会計
補正予算について
平成22年度新富町介護保険特別会計
補正予算について
平成22年度新富町水道事業会計補正
予算について
平成21年度新富町一般会計歳入歳出
決算の認定について
平成21年度新富町国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度新富町老人保険特別会計
歳入歳出決算の認定について
平成21年度新富町後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度新富町介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について
平成21年度新富町土地区画整理事業
特別会計歳入歳出決算の認定について
平成21年度新富町水道事業会計決算
の認定について
平成21年度新富町水道事業会計剰余金
の処分について
新富町学校給食調理場設置条例の制定
について
平成22年度新田小学校児童用机椅子他
購入契約の締結について

　件　　　名　議　　会

原案可決
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原案同意

原案可決
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第７回臨時議会
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第９回定例議会

議案採決結果議案採決結果



カ・メ・ラ・探・訪

▲大きくなったら海賊になるぞ ▲坊主にさらわれた ー助けてー

▲彼岸花はお彼岸に
　　なったら、ちゃんと
　　咲きまーす。

▲健康で長生きしましょう! ▲おいしい芋焼酎ができそうです!

　　

           

　　畜
産
農
家
も
大
変
や
っ
た
が
、

同
じ
農
家
の
俺
ど
ん
は
、風
評
被

害
で
出
荷
調
整
、
補
償
は
ね
ー

し
、涙
も
枯
れ
た
が
。

　 

　　　　　　　　　　上
新
田
　　Ｙ
・
Ｈ

　
　
中
国
問
題
、
船
長
の
釈
放
で

一
件
落
着
と
思
っ
た
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。
国
益
を
守
り
き

る
の
は
、話
し
合
い
で
も
な
く
、国

の
力
の
関
係
だ
と
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
名
案

を
期
待
し
た
い
で
す
ね
え

　　　　     

　　　　　　新
田
　　Ｍ
・
Ｓ

　
最
近
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
ひ
と
つ
は
ひ
も
付
き
補
助

金
の
一
括
交
付
金
化
。
自
主
財
源

化
を
う
た
い
文
句
に
総
額
が
減
額

さ
れ
れ
ば
地
方
財
政
は
苦
し
く
な

る
。
も
う
ひ
と
つ
は
市
町
村
の

「
総
合
計
画
の
基
本
構
想
」
で
あ

る
。
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
る

こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
が
、
地

方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
こ
の

規
定
が
削
除
さ
れ
る
。
こ
の
先
総

合
計
画
の
策
定
に
、
議
会
が
ど
の

段
階
で
ど
こ
ま
で
深
く
係
れ
る
か
、

ま
た
と
な
い
好
機
で
あ
る
。

         

　
　
　
　
　
　
　
下  

村

秋
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宮
崎
県
新
富
町
議
会
広
報
　　　　　　　　　■
発
行
責
任
者
／
新
富
町
議
会
議
長
　
三
　浦
　千
　尋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
印
刷
／
あ
ゆ
み
の
里

議
会
広
報
編
集 

特
別
委
員
会

委

員

長

　 

桜
井

盛
生

副
委
員
長

　

河
野

國
夫

委

　 

員

　 

児
玉

義
雄
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永
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繁
喜
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圖
師

孝
一

 
 

〃

 
 
 
 

下
村

 

豊

※

連
絡
先
　
議
会
事
務
局

　　　　　　　　　　　 

三
三
　　

 

六
一
三
九

｜

TEL

町

民
の
声

議
会
に
寄
せ
ら
れ
た

　　　町
民
か
ら
の
声
で
す
。

編
集
後
記

　
　
口
蹄
疫
も
よ
う
や
く
終
息
宣

言
が
出
て
一
安
心
。で
も
こ
れ
か

ら
が
勝
負
　
　
再
び
畜
産
王
国

を
、め
ざ
し
て
頑
張
ろ
う
。

　　　　　  

　　　　　　下
富
田  

Ｋ
・
Ｋ
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